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藤
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頼
生 

著

神
宮
司
庁
東
京
皇
大
神
宮
遥
拝
殿
と
し
て
創
建
さ
れ
、
戦

　
　

前
期
に
は
広
く「
日
比
谷
大
神
宮
」「
飯
田
橋
大
神
宮
」

　
　
　
　

の
名
称
で
崇
敬
さ
れ
て
き
た
東
京
大
神
宮
。

　
　
　
　
　
　

伊
勢
の
神
宮
と
の
深
い
由
緒
と
歴
史
的
経

　
　
　
　
　
　
　

緯
を
持
ち
「
東
京
の
お
伊
勢
さ
ま
」
と

　
　
　
　
　
　
　

も
称
さ
れ
る
東
京
大
神
宮
の
創
建
か
ら

　
　
　
　
　
　

現
在
ま
で
の
あ
ゆ
み
を
多
く
の
史
料
や
写

　
　
　
　

真
を
も
と
に
わ
か
り
や
す
く
紹
介
。
目
次
は
裏
面
参
照

東
京
大
神
宮

　も
の
が
た
り

大
神
宮
の
一
四
〇
年

〔ご注文・お問い合わせ〕

錦正社 　〒162-0041　東京都新宿区早稲田鶴巻町544-6  URL https://kinseisha.jp/  電話 03（5261）2891　FAX03（5261）2892 新刊情報や書籍の詳細はホームページをご覧下さい。

東
京
大
神
宮

東
京
大
神
宮

日
比
谷
か
ら
飯
田
橋
へ

神
前
結
婚
式
創
始
の
神
社

東
京
大
神
宮
の
歴
史
を
繙
く

國
學
院
大
學
神
道
文
化
学
部 

神
道
文
化
学
科
准
教
授

昭
和
四
十
九
年
、
岡
山
県
生
ま
れ
。

國
學
院
大
學
大
学
院
文
学
研
究
科
神
道
学
専
攻
博
士
後
期
課

程
修
了
。
博
士
（
神
道
学
）。
平
成
九
年
に
神
社
本
庁
奉
職

後
、
平
成
二
十
三
年
に
國
學
院
大
學
専
任
講
師
を
経
て
、
平
成

二
十
六
年
よ
り
現
職
。
専
攻
は
日
本
宗
教
行
政
史
、
神
道
教
化

論
、
神
道
と
福
祉
、
宗
教
社
会
学
な
ど
。

藤
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頼
生
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ふ
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と
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お
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藤
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頼
生
（
ふ
じ
も
と
　
よ
り
お
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後
、
平
成
二
十
三
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に
國
學
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大
學
専
任
講
師
を
経
て
、
平
成

二
十
六
年
よ
り
現
職
。
専
攻
は
日
本
宗
教
行
政
史
、
神
道
教
化

後
、
平
成
二
十
三
年
に
國
學
院
大
學
専
任
講
師
を
経
て
、
平
成

二
十
六
年
よ
り
現
職
。
専
攻
は
日
本
宗
教
行
政
史
、
神
道
教
化

論
、
神
道
と
福
祉
、
宗
教
社
会
学
な
ど
。
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は
じ
め
に

　
　

―
大
神
宮
創
建
か
ら
百
四
十
年
を
迎
え
て

大
神 
宮
の
名
称
・
呼
称
に
つ
い
て
の
解
説

―
本
書
を
読
む
方
の
た
め
に

第 

一
編
　
大 
神
宮
創
建
の
経
緯
を
た
ど
る 

― 
日
比
谷
時
代
か
ら
飯
田
橋
移
転

ま
で
の
大
神
宮
の
歴
史

明
治
維
新
と
伊
勢
神
宮

維
新
の
理
想
と
神
宮
の
御
取
扱

大
教
宣
布
の
詔
と
神
宮

三
府
へ
神
宮
司
庁
出
張
所
を
設
置

神
宮
教
院
と
神
宮
教
会
の
設
立

神
宮
司
庁
東
京
出
張
所
皇
大
神
宮
遥
拝
殿
の

創
建

皇
大
神
宮
遥
拝
殿
の
意
義

正
院
許
可
の
意
義

分
社
か
遥
宮
か
遥
拝
殿
か

鎮
座
地
の「
場
」と
し
て
の
意
義

日
比
谷
大
神
宮
の
所
在
地「
有
楽
町
」に
つ
い
て

神
宮
司
庁
と
神
宮
教
院
と
の
分
離

神
宮
教
の
立
教
と
そ
の
活
動

境
内
敷
地
を
め
ぐ
る
紛
争

神
宮
奉
斎
会
の
設
立

神
宮
奉
斎
会
の
事
業

日
比
谷
公
園
の
出
現
と
大
神
宮
の
公
園
内
へ

の
移
転
話

芝
公
園
へ
移
転
？
／
日
比
谷
公
園
の
登
場
と
再

度
の
移
転
話
／
帝
国
ホ
テ
ル
の
登
場

境
内
に
残
さ
れ
て
い
た
江
戸
城
の
痕
跡

江
戸
城
の
一
部
（
郭
内
）
で
あ
っ
た
境
内
地
／

日
比
谷
の
外
堀
が
大
神
宮
へ
の
参
詣
を
阻
む
？

関
東
大
震
災
の
罹
災
と
大
神
宮

日
比
谷
時
代
の
二
度
の
近
隣
火
災
／
東
京
市
中

に
大
き
な
被
害
を
残
し
た
関
東
大
震
災
と
そ
の

一
年
前
の
地
震
／
震
災
後
の
遷
座
式
／
震
災
後

の
様
子
と
神
前
結
婚
式
の
変
化
／
神
前
結
婚
式

を
忌
避
さ
れ
た
九
月
一
日

大
神 

宮
の
お
引
越
し

―
有
楽
町
か
ら
飯
田
橋
へ
の
移
転
経
緯

帝
都
復
興
計
画
の
発
表
と
大
神
宮
／
帝
都
復
興

計
画
の
発
表
と
大
神
宮
の
移
転
計
画
／
飯
田
町

（
飯
田
橋
）
の
謂
れ
／
移
転
に
積
極
的
で
あ
っ
た

飯
田
町
の
住
民
／
賑
や
か
だ
っ
た
移
転
式
と
遷

座
祭
の
様
子

移
転 

後
の
日
比
谷
大
神
宮
跡
で
は
？ 

―
旧
境
内
地
の
そ
の
後
を
探
る

旧
境
内
地
の
意
外
な
活
用
法
？
／
旧
境
内
地
の

現
在
／
有
楽
町
か
ら
消
え
な
い
大
神
宮
？
／
神

宮
奉
斎
会
の
解
散
／
東
京
大
神
宮
の
創
建

第 

二
編
　
神 

前
結
婚
式
と
礼
典
・
大
神
宮 

― 

神
前
結
婚
式
の
創
始
と
起
源
・

発
展
を
め
ぐ
っ
て

婚
礼
儀
式
の
あ
り
方
を
変
え
た
大
神
宮

神
道
に
お
け
る
婚
姻
の
意
義

神
前
結
婚
式
の
創
始
以
前
に
つ
い
て

神
前
結
婚
記
念
日
は
七
月
二
十
一
日
？

模
擬
神
前
結
婚
式
と
国
礼
修
行
部

増
加
す
る
戦
前
期
の
神
前
結
婚
式
の
様
相

名
士
ら
の
結
婚
式

戦
後
の
大
神
宮
の
新
聞
広
告
あ
れ
こ
れ

国
典
・
国
礼
の
大
神
宮

国
礼
の
介
助

国
典
講
究
部
の
設
置

奉
斎
会
時
代
の
諸
祭
式

み
そ
ぎ
行
事
と
大
神
宮

第
三
編
　
大 

神
宮
あ
れ
こ
れ

―
大
神
宮
の
不
思
議
を
探
る

大
神
宮
に
祀
ら
れ
る
神
々

天
照
皇
大
神
と
豊
受
大
神
／
倭
比
賣
命
／
造
化

三
神
／
飯
富
稲
荷
神
社
に
祀
ら
れ
る
神
々

大
神
宮
の
お
ま
つ
り
―
恒
例
祭
祀
に
つ
い
て

大
神
宮
の
恒
例
祭
祀
に
つ
い
て

皇
室
と
大
神
宮
と
の
関
わ
り

紀
宮
さ
ま
の
結
婚
式
と
大
神
宮
／
明
治
天
皇
の

行
幸
／
幼
少
期
の
大
正
天
皇
と
大
神
宮

宮
家
と
大
神
宮
の
関
わ
り

大
神
宮
の
社
殿
の
建
設
に
あ
た
っ
て
／
財
団
法

人
神
宮
奉
斎
会
設
立
と
明
治
天
皇
／
神
宮
奉
斎

会
の
名
称
と
田
中
光
顕
宮
内
大
臣

弥
生
神
社
と
大
神
宮
と
の
関
係

北
の
丸
公
園
に
あ
る
警
察
・
消
防
殉
難
者
の
慰

霊
堂
／
遷
座
祭
お
よ
び
合
祀
祭
・
慰
霊
祭
奉
仕

を
め
ぐ
っ
て

戦
地
へ
の
慰
問
と
慰
霊
祭

日
清
・
日
露
戦
争
と
神
宮
奉
斎
会
／
戦
地
へ
の

慰
問
／
日
露
戦
争
の
戦
死
者
慰
霊
祭
／
激
化
す

る
戦
況
と
従
軍
記
者
の
葬
儀
／
大
空
襲
の
被
害

を
免
れ
た
神
宮
奉
斎
会
本
院

大
神
宮
は
政
治
の
裏
舞
台
？

官
庁
街
の
至
近
―
大
神
宮
の
立
地
環
境
／
日

比
谷
松
本
楼
と
大
神
宮
境
内
に
あ
っ
た
大
松
閣

／
新
党
結
成
運
動
に
み
る
政
治
と
の
接
点
と
し

て
の
「
場
」
／
東
宮
御
渡
航
の
祈
願
式
／
今
泉

定
助
会
長
の
早
朝
講
座
／
政
治
に
関
与
で
き
な

か
っ
た
神
職

歌
舞
伎
俳
優
と
大
神
宮
・
飯
富
稲
荷
神
社

境
内
の
掲
示
板
に
な
ぜ
歌
舞
伎
座
の
ポ
ス
タ
ー

が
あ
る
の
か
？
／
境
内
の
末
社
、
飯
富
稲
荷
神

社
と
九
代
目
市
川
團
十
郎
の
縁
／
歌
舞
伎
俳
優

の
神
前
結
婚
式
と
大
神
宮
／
歌
舞
伎
俳
優
に
よ

る
明
治
天
皇
の
平
癒
祈
願
／
歌
舞
伎
俳
優
の
除

隊
出
迎
え
と
大
神
宮
境
内
で
の
祝
迎

大
神
宮
と
文
化
事
業
・
社
会
教
化
・
社
会
事
業

文
化
事
業
の
皮
切
り
と
な
っ
た
能
楽
奉
納
／
教

育
勅
語
の
奉
読
／
説
教
会
の
開
催
／
講
演
会
事

業
／
出
版
事
業
／
大
神
宮
文
庫
の
刊
行
／
社
報

の
刊
行
／
唱
歌
の
合
唱
と
合
唱
団
の
結
成
／
和

歌
の
奨
励
／
結
婚
相
談
所
の
開
設
／
敬
神
婦
人

会
と
崇
敬
会
の
結
成
／
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
／
新
設
し
た
文
京
区

目
白
台
の
神
饌
用
菜
園

お
伊
勢
参
り
と
大
神
宮
・
神
宮
教
院

神
宮
教
時
代
の
大
参
宮
会
の
様
子
／
神
宮
奉
斎

会
の
賛
成
員
制
度
に
つ
い
て
／
戦
後
の
伊
勢
神

宮
講
社
に
つ
い
て

伊
勢
に
も
あ
っ
た
大
神
宮
の
大
本
部

お
伊
勢
参
り
の
玄
関
と
大
神
宮
と
の
関
係
／
神

❖ 目 次 ❖

宮
教
院
か
ら
神
宮
教
伊
勢
本
院
へ
／
神
宮
奉
斎

会
伊
勢
大
本
部
／
神
都
公
会
堂

神
宮
大
麻
・
暦
の
頒
布
と
大
神
宮

重
要
な
事
業
の
一
つ
で
あ
っ
た
神
宮
大
麻
・
暦

の
頒
布
／
神
宮
大
麻
の
頒
布
と
神
宮
教
・
神
宮

奉
斎
会

大
神
宮
と
海
外
布
教

台
湾
か
ら
大
神
宮
へ
参
詣
／
コ
レ
ア
丸
に
乗
船

し
た
酒
巻
女
史

先
覚
の
顕
彰
や
様
々
な
祭
典
の
執
行

コ
レ
ラ
防
疫
の
祈
禱
／
聖
上
行
幸
の
臨
時
祭
な

ど
／
常
陸
丸
遭
難
一
周
年
祭
／
国
学
者
の
顕
彰

／
先
覚
の
慰
霊
祭
／
諸
分
野
で
活
躍
し
た
人
々

の
神
葬
祭

現
在
の
大
神
宮
の
建
物
に
つ
い
て

現
在
の
本
殿
お
よ
び
幣
殿
・
拝
殿
／
客
殿
（
旧

前
田
侯
爵
邸
書
院
）
／
大
神
宮
会
館
（
新
客

殿
）
／
東
京
大
神
宮
マ
ツ
ヤ
サ
ロ
ン
／
社
務
所

の
増
築
／
鳥
居
と
社
号
標
／
境
内
の
整
備

境 

内 

に
ド
ラ
イ
ミ
ス
ト
？

―
大
神
宮
の
現
代
教
化
事
情

境
内
の
ド
ラ
イ
ミ
ス
ト
／
認
知
度
・
好
感
度
か

ら
み
た
大
神
宮
／
企
業
や
団
体
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
／
神
宮
式
年
遷
宮
の
広
報
事
業
／

広
告
媒
体
の
活
用

子
育
て
支
援
と
大
神
宮

「
ウ
ェ
ル
カ
ム
ベ
ビ
ー
」
の
大
神
宮
／
か
つ
て

は
境
内
に
児
童
遊
園
が
あ
っ
た
大
神
宮
／
七
夕

祭
り
に
併
せ
た
「
七
あ
そ
び
」
行
事

大
神
宮
の
創
立
・
発
展
に
尽
力
し
た
人
物

①
田
中
頼
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／
②
藤
岡
好
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／
③
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④
今
泉
定
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／
⑤
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好
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／
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宮
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／
⑦
佐
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木
行
忠
／
⑧
坊
城
俊
良
／
⑨
松
山
能

夫
【
明
治
五
年
以
降
　
歴
代
祭
主
・
管
長
・
会

長
・
宮
司
一
覧
】

参
考
文
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あ
と
が
き


